
■宇都宮商工会議所で製造業の脱炭素社会に向けたセミナーを開催しました。(2021.11.24) ■

脱炭素社会を向かえ、中小企業の製造業が考えなければならない環境経営について、「つくる責任つかう責任」

「持続可能な経営」への変革が製造業に求められていることについて「加速するカーボンプライシング世界に

導入機運・日本企業も備えを」と題して宇都宮商工会議所でセミナーを開催しました。

宇都宮商工会議所セミナー開催風景

【概要抜粋】
「カーボンプライシング」とは、CO2排出に価格付けをし、市場メカニズムを

通じて排出を抑制する仕組みのことで、代表的なものに炭素税と排出量取引制度
があります。既に EU諸国や中国では、排出量取引市場が拡充し1tのCO2価格は高
騰を続けています。自社の排出量Scope1.2だけではなく、Scope3を含めたサプ

ライチェーン排出量の算定・削減の公表を外部環境が世界的に形成されています。
金融庁は2022年4月に新設される市場再編で、東証のプライム市場上場企業に対
してGHG排出量の開示を義務付けることが追加されました。バイヤー(Scope3)は、
サプライヤーの原材料や部品製造に関わる排出量(Scope1.2)の提出が問われます。


